
 
 
 
 
 
  

＜＜学校生活アンケートについて＞＞ 
7 月に保護者の皆様、全校生徒に実施しました「学校生活アンケート」へのご協力ありがとうございました。

その結果とまとめ、自由記述に対する回答等を掲載しました。                               

１ 学校生活アンケート(7 月実施)の結果           ＜肯定的評価割合＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三中魂 
柏 三 中
はくさんちゅう

だより 教育目標 ： 豊かな心をもって 自ら学び鍛える生徒 
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令和５年８月 31 日発行  

番号 項目 ※「お子様は」「自分は」「と思う」を省略して表示 保護者 生徒 

知 1 学習に意欲的に取り組んでいる。 65．7％  

知 2 スタディプランを意識(家庭学習時間 1 年生 70 分､2 年生 80 分､3 年生 90 分)し

て、家庭学習に取り組んでいる。 

50．3％ 55．8％ 

知 3 学習３原則(タイム着席、忘れ物、私語)を常に心掛けて授業を受けている。  92．0％ 

知 4 フォーサイトを使って自主学習の計画を立て､毎日取り組んでいる。  61．8％ 

徳 5 楽しく充実した学校生活を送っている。 88．6％  

徳 6 社会性を育てるために学校行事や生徒会活動が効果的に行われている。 93．8％  

徳 7 学校の教育活動を通じて、「相手を思いやる気持ち」が育ってきている。 91．4％  

徳 8 学校の教育活動を通じて、「礼儀（挨拶、返事 等）や集団のきまり」が身についてきて

いる。 

88．0％  

徳 9 学校の教育活動を通じて、「差別しない、差別を許さない。」という心が育っている。 95．4％  

徳 10 お子さまと将来の夢や進路などについて、会話をしようと心掛けている。 92．2％  

徳 11 将来の夢や目標をもっている。  69．0％ 

徳 12 様々な問題を解決していくために、多様な仲間との関わりを大切にしている。 91．4％ 91．5％ 

徳 13 自ら考え､判断し、主体的に行動している。  83．5％ 

徳 14 自分には良いところがある。  76．0％ 

徳 15 他の生徒のよいところを見つけようとしている。  93．5％ 

徳 16 「差別しない、差別を許さない」という心が育っている。  97．5％ 

徳 17 ｢いじめ」を無くそうという心が自分の中に高まっている。  95．5％ 

徳 18 学校行事や生徒会行事に積極的に取り組んでいる。  80．7％ 

徳 19 ルールを守って学校生活を送っている。  93．0％ 

徳 20 学校のきまりは、快適な学校生活を送るために見直されている。  90．8％ 

体 21 「柏崎･刈羽メディア宣言」を理解している。 57．6％ 65．5％ 

体 22 学校は、食事や睡眠などの生活習慣や健康管理･けが防止の指導を行っている。 90．8％  

体 23 食事や睡眠など生活習慣や健康管理がきちんとできている。  81．4％ 

他 24 教職員は、生徒一人一人を大切にし、生徒の悩みや思いを受け止めている。 89．8％ 93．9％ 

他 25 学校の施設や設備などの教育環境は、安全に整えられている。 93．2％  

他 26 教材費等、学校預り金の執行計画は、保護者の過度な負担とならないようになっている。 94．3％  

他 27 学校は、保護者や地域と積極的に連携しようとしている。 88．4％  

他 28 学校は、HP、各種たより等で学校の方針・活動をわかりやすく伝えている。 95．3％  

 



 

 

 

 

２ 学校生活アンケート結果分析 〇：良い点 ●：改善が必要な点 

 

「知」の面について 
〇 生徒は粘り強く学習に取り組んでいる。（授業、どの教科も 80％以上） 
● 家庭学習について（スタディプランを意識して家庭学習に取り組んでいるが、55.5％）ない。 
【対策・改善策など】        

普段から、フォーサイトを用いてスタディプランを立てるよう学級で指導する。 
  
「徳」の面について      
○ いじめ・差別を許さない心がどのアンケートでも良好だった。しかしまだ１００％ではないので、さらに
強化していく。      

● 「自分には良いところがある」の項目が低い。反面、人の良いところを見つける意識が高い。 
双方がうまくいっていれば前者の項目が高まっているはず。   

【対策・改善策など】        
 振り返りを個人で行うだけでなく、集団での振り返りも実施し、他者との関係づくりを行いながらよかっ

たところを伝えていける場を設定していきたい。  
 

「体」の面について 
○ 生徒の回答 「自分は、食事や睡眠など生活習慣や健康管理がきちんとできている」に対して、２年生の肯
定的回答が９割を超える高い割合を示した。「睡眠」をテーマにした学校保健委員会の講演が、２年生の心に
響いた結果と考えられる。   

● 生徒、保護者、教職員の回答に共通して、「柏崎刈羽メディア宣言」に関する回答が低い数値となっている。
例年、同じ課題が浮き彫りとなっている。作成から年月が経ち、教職員の異動もあって、存在自体の認知度
も低くなってきている。    

【対策・改善策など】        
 三中校区の「たくましさをつなぐ部会」でも共通項目による生活アンケートを実施し、小中で連携して共
通の取組を推進させたい。三中のアンケートには、睡眠の大切さに気づき、改善を心がけようとする前向き
な記述があり、ピックアップして全校に啓発する材料としていきたい。    
    

「特別支援教育」の面について        
〇 ６月に特別支援学級懇談会を行い、保護者が小中合わせて２０名程度参加した。「高校の情報が分かって良
かった」「将来の社会参加、自立について考える機会になった」「ＦＲの保護者同士会えてよかった」等の連
絡があった。      

● ユニバーサルデザインや合理的配慮についての実態に応じた実践をさらに増やしていく。 
【対策・改善策など】        
  個々のケースの理解につながる資料等を紹介したり具体案をケース会議等で検討したりしながら、 
個々のケースに応じた指導方法を蓄積する。 

 

２ 保護者からのご意見と学校からの回答 ☆ご意見 →学校からの回答 

☆ 学校以外でのスポーツは、結果報告も無ければ、成績が反映されない印象がある。 
社会体育も、大会で頑張っているので、幽霊部活扱いでなければ、地域と連携して応援されている感があると
思えます。 
→ 原則的に学校での活動について表彰を行い、通知表等にも記載するようにしています。 
令和５年度から地域スポーツクラブでも条件が認められたチームが中学校体育連盟の大会に参加できるよ
うになりました。今後は参加生徒について、表彰や激励会の参加など検討していきます。 



☆ まわりの生徒がマスクを外していないから外しにくいと言っています。年ごろの年齢になるとまわりが気に
なるものです。道徳のような心や気持ちに寄り添う授業で本当の子どもの気持ちを聴く機会を作っていただけ
ませんでしょうか。マスクを外して欲しいわけではありません。自分の気持ちを言うことに不安を感じる子ど
もの心をどうか少しでも柔らかくできますよう、社会性を養える学校作りをよろしくお願いします。 
→ マスクの着用については「風邪等の症状がなければする必要はない」と学校では話をしています。外すこ
との指導は学校ではできないので、ご家庭で話していただけますと助かります。また、付けている、いない
で差別的な意識が起こらないように注意しています。 

☆ 中学生ともなれば、学校のルールに従いながら空調管理、体操服登校など自分たちの判断での行動をさせて
ほしい。学校管理が強く、自分で考えての行動ができるようになってほしい。 

☆ 暑い季節、生徒達が学習する教室は一階より暑いと思います。まして、人数もそれなりに教室に居るわけで
すから、一階を on にするなら、二階、三階も躊躇することなく適切に冷房を使用していただきたいと思いま
す。 
→ 服装については場面に応じて、できるだけ生徒が考えて決定できるようにしていきます。空調についての
管理は学校が行うことと設置者によって定められていますので、気温に応じて対応します。 

☆ 学校指定のものを減らして欲しいです。特に外履きが走りづらいと言っています。かかとが浅く脱げやすい
らしいので個人の足に合った靴を履かせてあげて下さい。 
→ ２年前に PTA と学校職員で検討し、学校指定を継続することになりました。授業で使うものなので、同じ
条件で揃えることが良いと考えています。部活動では種目に応じて必要なものを購入してください。 

☆ 給食だよりや、地域のイベント（案内）は紙の配布ではなく PTA メールで URL のアクセスにしたらよいと思
います。 
→ URL で済むものは今後そのようにしていきます。また「紙で配付してほしい」との要望もありますので、
必要と判断するものはプリントでの配付を継続します。 

☆ 学校教育の一環であるはずの部活動が保護者の支援ありきになっている、土曜日や祝日の試合も仕方ない
と思うが、仕事をしている片親家庭のことも考えた交通手段など考えて欲しい。部活動の活動支援金を強制
するのであれば、上記のような試合の送迎にも活用して欲しい。繰越金が多すぎる。 
→ 部活動奨励費は、現在、中体連や吹連のコンクールの参加費・バス代等に活用しています。それ以外の練
習試合や大会の参加に際しては、保護者の協力をいただくことがあります。各部でなるべく保護者負担が少
ない計画を立てていきます。繰越金については、今後運動部の上位大会に出場する際の積み立ての意味もあ
ります。ご了承ください。 

・ 朝早く学校に行く活動は保護者の負担にもなるため、なるべくやめて頂きたいです。昼休み等を利用して頂
けたらありがたいです。 
→ できるだけ昼休みを活用します。 

・ 理科室などエアコンのない教室での夏場の授業は熱中症が心配です。 
→ 特別教室のエアコン設置を市教育委員会に要望しています。 

・ 梅雨時期から体操着登校にして欲しいです。 
→ 気温、湿度等に応じて対応していきます。 
 
たくさんのご意見ありがとうございました。今後も第三中学校のために、お気づきになられたことや気になる

ことは、いつでも学校までお問い合わせください。なお、次ページに「柏崎・刈羽地区メディア共同宣言」を掲
載しました。ご家庭で確認いただき、ご家庭でのルールと照らしてお子様と話し合う機会としてください。 
 


